
 

 

 

 

平成２９年度の通報の状況 

 ときも見守りネットワークの平成 29 年度の通報

状況について、ご報告します。 

 平成 29 年度は、初めて１年間をとおしての事業

の実施となりました。 

 １年間の通報件数は 20 件で、そのうち 15 件が

65歳以上の高齢者の世帯に関わるものでした。 

 市では通報をいただいた 20 件すべてに対応をし、

安否不明に関する 18 件の安否確認を行ったほか、

地域包括支援センターや民生委員による支援や継続

的な見守りにつなぎました。 

 また、安否不明に関する 18 件では、13 件で施

設入所や入院、外出など無事が確認できた一方で、

5 件については対象者が既に亡くなっていました。

残念な結果ではありますが、通報が無ければさらに

発見が遅れており、通報の成果であると言えます。 

【通報の対象者】 

高齢者（単身世帯） 13件 

高齢者（夫婦世帯） ２件 

その他 ５件 

【通報の内容】 

安否不明に関するもの 18件 

認知症などの心配に関するもの ２件 

【通報の状況】 

新聞等がたまっている ５件 

水道の使用量が多い・少ない ６件 

配達物がそのままになっている ３件 

その他（様子が心配など） ６件 
 

 引き続き、異変を発見した際には、通報

をお願いします。 
 

川越市お帰り安心ステッカーのポスターを作成しました 

 市では、認知症等により外出時に道に迷うおそれのある在宅高齢者が

行方不明となった場合に、早期に発見し、事故を未然に防止するため「川

越市お帰り安心ステッカー」の配布をしております。 

 対象は、市内に在住で、認知症等により外出時に道に迷うおそれがあ

る在宅高齢者（要支援または要介護認定を受けている方）です。 

 ステッカーは、靴やサンダルのほか、杖などのいつも持ち歩くものに

貼って使用します。対象者が身元不明で保護された場合、ステッカーの

番号をもとに申請時に登録された連絡先に連絡します。 

 市では、この事業を広く市民に知ってもらうため、ポスターを作成し

ました。ご不明な点などございましたら、地域包括ケア推進課（電話： 

０４９－２２４－６０８７）にお問い合わせください。 

 

要援護高齢者等支援ネットワーク会議研修会に参加しました 

平成 29 年 11 月 17 日に開催された要援護高齢者等支援ネットワーク会

議研修会に川越市ときも見守りネットワークの協力事業者様から 20 名の

方の御参加をいただきました。「お互いさまのつながり－地域で支え合うこ

との大切さ－」をテーマにした講演をお聞きいただき、見守りや支えあい、

つながりづくりへの理解を深めていただきました。 

通信 

～いざという「ときも」見守られている安心を～ 

平成 30 年 8 月 10 日 

（不定期発行）第２号 

発行：川越市福祉推進課 


